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①既存地震観測データとの統合処理による自然地震波形データベース構築及び保管

②首都直下地震クラスターの解明

③高精度３次元地震波速度・減衰トモグラフィーに基づくプレート構造調査

④地震波形解析に基づくプレート境界性状調査

統合処理によるプレート構造調査及びデータ保管 防災科学技術研究所

・統合処理に基づくデータベース構築及び保管、及びデータ量増加に伴うシステム増強

・既存データ及びMESO‐NETデータを利用した予備的解析

・厚い堆積層や地下深部の既設地震計に対応するレシーバ関数解析の開発、
地震計設置方位推定方法の検討

・相似地震活動や群発地震活動の高精度相対震源決定処理による地震クラスター解析

平成21年度業務計画

防災科研高感度地震観測網

3000m級（2300-3500）
2000m級（1200-2000）
1000m級（500-900）
100m級（50-450）
地表設置

基盤に達する3,000m前後の観測井

深層地震観測
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深層を含む観測網
(NIED 1980-1989)

浅い地震活動
の発見

詳細なﾌﾟﾚｰﾄ
構造の把握

深層観測の効果

フィリピン海プレート

太平洋プレート

首都圏の
地震活動



【首21‐1‐7】

統合処理によるプレート構造調査及びデータ保管 防災科学技術研究所

①既存地震観測データとの統合処理による自然地震波形データベース構築及び保管

②首都直下地震クラスターの解明

③高精度３次元地震波速度・
減衰トモグラフィーに基づく
プレート構造調査

基盤
観測網

統合データベース

統合化処理

④地震波形解析に基づく
プレート境界性状調査
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変換波・反射波解析

レシーバ
関数解析
・堆積層
・中深度観測

相似地震解析クラスター分類

複合プレート領域に
おけるプレート形状、
内部構造、サイスモ
テクトニクスの解明

スロースリップ◎結果の総合化

広域広域
Ｌ２網Ｌ２網
JGN2(+)JGN2(+)

SINET3SINET3等等

つくばつくば
WANWAN

既往研究の再検討

構造探査等

稠密観測

東大地震研東大地震研

防災科研防災科研

データセンターデータセンター

気象庁各管区気象庁各管区

TDX
既存の高感度
地震観測データ
流通経路

広域Ｌ２網広域Ｌ２網
JGN2JGN2

つくばつくばWANWAN

首都直下プロジェクト
４００観測点

首都直下データ伝送経路

①既存地震観測データとの統合処理による自然地震波形データベース構築及び保管
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連続波形ビューワー

イベント波形ビューワー
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相似地震
波形の相似性が良い地震 同じ場所、同じメカニズムで発生
短い間隔で周期的に発生 定常すべりのモニタリングに利用

②首都直下地震クラスターの解明

プレート運動モデル
瀬野(1993)(2.9 cm/y) 

10
cm

海洋プレート
の沈み込み

定常的
すべり

大きなアスペリティ

巨大地震が数10年～
100年間隔で繰り返し

発生する

相似地震
（小さなアスペリティ）

定常的すべり
波形の相似性プレート間すべり推定

関東地方の相似地震

●PHS ●PACの相似地震●通常の地震

プレート境界に分布

○PHS
○PACの
相似地震

メカニズム解：

低角逆断層型
プレート間の
相対運動を反映

PHS
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プレート間すべりの起きる面としてのプレート形状

• 房総沖のPHS形状

• 構造探査との組み合わせ：
連続的なPHSの描像

○ PHS ○ PAC
の相似地震
―PHS― PACの
プレート形状モデル

深部反射法
構造探査

相似地震深部反射法
構造探査測線

相似地震の詳細分布

PACより浅い
●相似地震
＋通常の地震

• 顕著な線状配列
• 波形相関による相対走時を
用いたDouble difference法
による再決定

●相似地震
●通常の地震
★M≧5．0
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PACより浅い
●相似地震
＋通常の地震

• 顕著な線状配列
• 波形相関による相対走時を
用いたDouble difference法
による再決定

●相似地震
●通常の地震
★M≧5．0

相似地震の詳細分布

相似地震の相対位置(km)

相似地震の詳細分布

• 同一グループの相似
地震: 

< 40 m

• M3クラスの地震の
断層サイズ:
～300 m

• 同じ場所での破壊の
繰り返し

0.01       0.00      0.03       0.04
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2008年10月12,14,16日の房総半島東岸の地震活動

・最初の地震は相似地震（過去にも発生）
・南から北に震源が移動
・地震間の距離は１～１．８ｋｍ 震源断層は互いに隣接

③高精度３次元地震波速度・減衰トモグラフィーに基づくプレート構造調査

CTスキャンによる内部構造解明



【首21‐1‐7】

東経139.4°の南北断面
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既存観測網に基づく3次元地震波速度トモグラフィーの結果

データ

• M 3.0以上

• P波/S波が到達し
てから2秒以内に
最大振幅が出現
する観測点がある

N=1118

Meso-net データを用いた関東地方のQ構造
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解析領域

東経136度～ 142度
北緯 32度～ 38度

それぞれ0.1度間隔
深さ方向

～深さ50kmでは５km間隔

以深では１０～１５km間隔

用いた観測点212点
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減衰構造鉛直断面

（Sato et al. 2005)

Q Q

Hi‐netのみによる断面

Hi‐netにMeso‐netの読み取りを
を加えて計算した結果

④地震波形解析に基づくプレート境界性状調査

MeSO-net地震計設置方位の推定 （波形解析の基本的情報）
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観測生波形

変位波形に積分

100‐200秒のバンドパスフィルタ

Hi‐net基準波形

E.YYIM観測点における四川地震波形記録
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MeSO‐net 観測点46点の方位推定結果

139.5˚ 140.0˚ 140.5˚ 141.0˚

35.5˚

36.0˚

基準観測点
(NIED Hi-net / F-net)

MeSO-net観測点
設置方位推定点

その他

N成分設置方位
a) 本解析
b) 佐々木・他 (S221-P003)

推定方位の差
a > ba < b
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本解析による設置方位（a）と佐々木・他
（S221‐P003）による結果（b）との角度差
の分布。観測点の設置位置に応じて，北東
部と南西部に分けて示した。

両解析の差は自然現象（地下構造）に起因する回折であると推定される．

太平洋・フィリピン海両スラブの存在や基盤形状など，比較的大規模な
構造の変化により，初動P波の到来方向と震央方向が一致しない。


